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4 月 14 日（日）雨、曇り：ラングフィヨルド
ボトゥン―アルタ―オスロ
　朝食前に雨は降り出した。終わる 9 時頃に
は本降りとなった。これで行く気だった人も諦
めた。それでアルタには早めに行って観光する
ことにした。Vegard と彼の母親の運転で出る。
道中、ずっと雨。彼女の話によると、今の雪の
状態は例年の 5 月と同じとのこと。ここでも地
球温暖化の影響を受けているのだろうか。アル

タには昼過ぎ到着。ホテルに荷物を預けて小雨
の中、来た時閉まっていた大聖堂に行く（写真
15）。中では宗教？のグループが集会を持って
いて、参加者の中に教会の牧師で日本は三重県
に 20 年間住んでいたという女性が居た。Anna
さん。しばし日本語で話す。
　大聖堂を後にして、店で昼食を食べようとい
うことになったが、なんとシエスタで 2 時まで
全ての店が閉まっているという。午前中スキー

写真 10　フィヨルド目がけて滑る（4 月 12 日）。

写真 13　491m ピークで滑る準備をしている（4 月
13 日）。すでに岩が露出している。

写真 14　宿でガイドの Vegard（右手前）も交えての
歓談（4 月 13 日、A 氏撮影）。

写真 12　宿の前の鏡のようなフィヨルド（4 月 13 日）。
乱しているのは魚。波がないので風が無いと全
く静か。

写真 11　フェリーからみた本土の海岸線（4 月 12 日）。
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の予定だったので、昼飯用にサンドウィッチを
持ち歩いていたが、町中では食べる気がしない。
2 時になり中心街にあるバーつきのレストラン
に入る。すでに何組かの客がいた。パスタとピ
ザがメインのようだ。食後外に出ると暖かい！
気温は5℃だ。通りの雪はあらかた消えていて、
1 週間前に来た時とは全く違う景色である。
　4 時頃、2 台のタクシーで空港へ向かう。
SAS4546 は満席だった。18:44 に離陸。オス
ロ空港着 20:30 頃。大きな荷物をロッカーに預
ける。スキー用とスーツケース用がある。それ
ぞれ 200NOK（約 2900 円）。スキー用のがあ
るのはさすがだ。
　 こ の 後、 オ ス ロ 市 内 行 き の 快 速 電 車
FLYTOGET 乗り場へ行く 。北海道の新千歳
空港と札幌を結ぶエアポート快速を想起させ
る。チケットは大人 240NOK、67 才以上のシ
ニアは学生と同じ半額の 120NOK（1742 円）。
いい値段だ。ヨーロッパでは殆どの施設でシ
ニア料金があるのがありがたい。改札はない。
信用乗車だ。22:00 発の電車はオスロ中央駅に
22:19 に着いた。快適だった。宿は駅から歩い
てすぐだった 。寝る前に昼飯用に作ったサン
ドウィッチを食べる。アルタから来る途中、外
食する時間がなかったので助かった。寝たのは
0:15。

4 月 15 日（月）快晴：オスロ観光、オスロ―ドー
ハ
　朝起きたら快晴、青空。ノルウェーに来て初
めての気持ちの良い天気。午後空港に向かうま
で市内の観光だ。まず、目の前のオペラ・ハウ
スへ行く。超モダンな建物で中には入れなかっ
たが周りが歩けるようになっていて、市内が見
渡せる。見下ろすと目の前に幾つか小屋が浮か
んでいる。最初何か分からなかったが、水着姿
の中年の男女が出てきて、男が海へ入った。な
んとサウナである（写真 16）。
　ノルウェー（スカンディナビア）と言えばバ
イキングだ。ということで The Viking Planet
というディジタル展示が主の博物館へ行った。
が、見物に 2 時間ぐらいかかると言われ入場
を断念。博物館はナンセン（Fritdtjof Nansen）
広場にある。来る途中アムンゼン（Roald 
Amundsen）通りもあった。前者は北極点、後
者は南極点に一番乗りした探検家だ。やはり国

民的英雄なのだ。広場を通ってノーベル平和賞
を授賞する建物へ行った。ここにはここでしか
買えないチョコレートを売っていると聞いた。
が、なんと月曜日は休館！それでオスロ要塞へ
行った。たくさんの大砲が海を目がけて並んで
いて迫力がある。規模も大きい。ここからはス
キージャンプ台として有名な Holmenkollen が
見えた（写真 17）。1971 年オスロに来たとき
訪れてスタート地点まで登り、ジャンパーの凄
さに感嘆した記憶がある。

写真 15　アルタの大聖堂。英語では The Northern 
Lights Cathedral。2013 年に完成した超モダン
な建築である（4 月 14 日）。暖かかったので来
た時通り一面を覆っていた雪は消えていた。

写真16　オスロ港に浮かぶサウナ・ボート（4月16日）。
ノルウェーはフィンランドからの移住者が多いの
でサウナがポピュラーとのこと。
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　オスロ空港へは 13 時過ぎに到着。スキーと
スーツケースを回収しカタール航空のチェック
イン・カウンターへ。手際が悪い。動作が緩慢
で時間がかかる。ドーハ行きの便はほぼ満席。
16 時半過ぎに離陸。18 時半頃夕食が出るが、
選択の余地無し。残っていたトリのクリーム煮
しかなかった。謝罪の言葉もない。我々を担当
した客室乗務員（男）は要領を得ずサービスは
遅く質が悪かった。ドーハ着夜中。

4 月 16 日（火）ドーハ―成田
　成田行きの便は係員の不手際で出発が 1 時間
近く遅れた。その間、係員からは一切状況の説
明や遅れていることへの謝罪もなかった。ベド
ウィン気質だろうか？搭乗用のバスが動き出す
まで1時間近く並ばされた。離陸は夜中の3:44。
成田着陸 19:42（時差プラス 6 時間）。50 分の
遅れ。

おわりに：
　おもしろく楽しい旅だったが、カタール航空
の対応の悪さで乗り継ぎに失敗し、かなりの額
の余計な出費を強いられたのが玉に瑕。帰国後、
補償を交渉したが全く不誠実、無責任な対応・
返答だった。今回のカタール航空利用で、印象

がかなり悪くなった。行き・帰りの 4 便全て
到着が遅れた。乗り継ぎ便の便宜を図らなかっ
た。客室乗務員の印象が全体的に良くなかった。
サービスが緩慢。などなど。

雑感：
　4 月の現地の気候はどのようなものかネット
情報を見てもピンとこなかった。しかし、今回
のように頻繁に雪ではなく雨に降られるとは思
わなかった 。幸い強風には遭わなかった。現
地の天気予報はあまり当たらなく、感覚的には
あって無いようなものだった。雪は堅かったり、
クラストしていたりして全体的に悪かった。密
かに期待していた粉雪などはかけらも無かっ
た。しかし、フィヨルドという独特の景色は見
応えがあった。
　フィヨルドの地形・景観は雄大である。ノル
ウェーの夏のフィヨルドは南部の方で 2 回経験
しているが、地形も違うし雪が全面的に被った
景観は初めてだった。パタゴニア氷原でフィヨ
ルド地形そのものは見慣れているが、それとも
全く違う。それは地形に加えて植生の違いから
来るものだろう。パタゴニアは尖ったピークが
いくつもあるのに加えて暖かいので植生が密。
しかも海辺近くは高さ 2 〜 30m の高木に密に
覆われている。無木立斜面は当然場所にもよ
るけれど大体標高 500m 〜 1000m 以上である。
アルタの森林は疎林で精々標高 50 〜 100m 位
までである。しかも低木のブッシュが多い。
　今回我々を案内したガイドは日本人客は初め
てだと言う。村全体でもこんな大勢の日本人を
見るのは初めてだったかもしれない。村の集会
所に 2 回行ったが、8 人という大勢だったのに
加えて年寄りばかりだったので結構興味深げに
見られた。
　今回の旅では全く両替をせず現地通貨の現金
を一切持たなかった。ペットボトル 1 本買うの
にも、コーヒー一杯にもカードで済んだ。現金
ゼロは初めての経験。物価高は予期していたも
のの驚いた。500ml のペットボトルの水が 700
円弱！売り上げ税が 25％である。食品にもつ
く。

写真 17　オスロのホルメンコレンのスキー・ジャンプ
台（4 月 16 日）。1971 年に登った時、緩斜面か
ら突出して建っているので高度感が圧倒的であっ
た。この写真では支柱が陰になり空中に浮かんで
いるように見える。1971 年の写真と比べると形
が少し違うので Wikipedia を見たら 2010 年に建
て替えられたとある。
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　斎藤惇生先生（Y さん）からシャクナゲ「芳
子」の命名経緯を知りたいと連絡をうけた。
　「芳子」が世に出たのは 2002 年大船フラワー
センター 40 周年を記念して石楠花園などが造
成された時、「芳子」を含む 10 種類の花の記
念切手が発行されたのは 10 年後の 2012 年の
50 周年の時であった。

　先ず 40 周年当時の園長であった熊坂一夫氏
に話を聞いた。
　熊坂氏によれば 40 周年を記念して現在の石
楠花園が造成され「芳子」を含む 52 種類が移
植された。その大半は大船フラワーセンター関
谷分室で創出・育成されたものであった。「芳子」
は移植された段階で既に名前が付いていたので
その経緯は判らないとして当時の関谷分室大石
勝彦氏をご紹介頂いた。
　大石氏の話では「芳子」は自分（大石氏）が
品種の識別記号として命名し、用いていたもの
で、いわゆる種苗登録は行っていない。上司で
あった脇坂誠氏（ザッカスさん）は 1982 年に
亡くなられており、この件には関与されていな
い。
　品種名「芳子」は新品種の識別記号をそのま
ま用いたとのことであった。命名者は大石氏と
いうことになる。
　また両氏の話では並河治氏（ボケさん）は関っ
ておられないとのことであった。

　熊坂氏をご紹介頂いた並河治氏（ボケさん）
のご長女品田香氏、種々聞き取りに快く対応し
て頂いた熊坂一夫氏、大石勝彦氏には心から感
謝を申し上げたい。

　京都植物園の園芸日記には下の記述がある。
　「元大船フラワーセンター園長の故脇坂誠氏
がツクシシャクナゲとアルボレウム（注）を交
配して育成された個体に奥様のお名前を付けら
れたものです。大石さんから奥様が京都にい
らっしゃるので京都の植物園にも植栽してほし
いとのことで苗木を譲り受けました。交配して

作った品種に名前を付けるのは育成者の特権、
奥様の名前を付けられたのは微笑ましいです
ね。」
　今年も京都の「芳子」は見事に咲いたようだ。
写真は栗田靖之会員（ラーメンさん）が撮影し
てくれた（2024 年 4 月 17 日）。一方大船の親
木には開花が見られなかった。これは最近の高
温異常気象のせいと思われる。

　なお、交配種である「芳子」の花色は最初ピ
ンク、その後白色が強くなるとのことで、季節
と共に色もピンク色から白色に変化してゆくよ
うだ。
　経緯は如何であれ毎年の開花と切手が私の尊
敬する大先輩、ザッカスさん、ボケさんのこと
をいつまでも思い出させてくれる。

　以上の経緯を斎藤先生に伝え、了解を得たの
で報告致したい。

注：学名　Rhododendron　Arborem　　ネパー
ルの国花
現地ではラリグラス（Laliguras）と呼ばれし
ばしば大径木・純林となる。

シャクナゲ「芳子」について
谷口　朗
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　NHK・E テレに「100 分 de 名著」という番
組がある。毎週 1 回放送、25 分× 4 回＝ 100
分で名著を読み解く、というものである。6 月
は民俗学者・宮本常一の「忘れられた日本人」で、
NHK の番組紹介（www.nhk.jp 内）によれば、「宮
本が 20 年来の研究の傍らで取りこぼした聞き
書きを編纂し、彼独自の民俗学のあり方や方法
を示した代表作が『忘れられた日本人』（1960）
である」とあり、興味を持って番組を見始めた。
それに倣うとはとても言えない話であるが、私
の幼いころに住んだ山里の生活は、多くの方の
ご存知ないことであろうかと思い、書き始めた。
実は、子供のころのスキーの話を書こうと始め
たが、それだけでは間が持たないので当時の暮
らしのことも書き加えてみたのである。なにし
ろ、約 70 年前のことを、怪しくなった、ある
いはおぼろげな記憶にたよって書いているの
で、間違いもあることだろうし、また話があち
こち脇道へ逸れるところが多くて読みにくい点
も、ご容赦いただきたい。

　新潟県南部、高田平野の東の中山間地、いま
の上越市中心部の自宅から東へ約 20km に私
の生家があり、1947 年に生まれてから小学校
3年までそこで暮らしていた。標高は約 50ｍ
だから山里というには低すぎるかもしれない
が、山に囲まれていることは確かで、家からは
まわりの山しか見えない。
　あたりの水を集めて高田平野に東から流れ込

むのが保倉川である。その流域の南側は標高
1000m 前後の東頸城丘陵の稜線で限られるが、
稜線を越えれば信濃川流域で、津南町などがあ
る。保倉川が平野に出る少し前に南から合流す
る支流が高谷川で、谷沿いに小さい集落が点在
する。高谷川の中流一帯が「月影」地域で、中
心部にある「月影小学校」に通った。子供の足
で 10 分から 15 分程度だったろうか。この美
しい名前の小学校では、いわゆるベビーブーム
世代の私の同級生は 60 人だった。しかしいま
から 20 年以上前に、生徒数減少で閉鎖された。
。
　当時は「浦川原村（うらがわらむら）」で、
村役場やバスターミナル、「軽便鉄道」と呼ん
でいた頸城鉄道の終着・浦川原駅のある村の中
心部（あとで「町」というのはここを指す）ま
では一里（約 4km）の道のりだった。
　小学校 4 年からは両親とともに高田市内（現・
上越市）に移った。さらに時代が進みいわゆる

「平成大合併」で、私の生家も上越市内になっ
たが、典型的な過疎集落である。生家は築 100
年を越え、なんとか残っている。
　雪は豪雪地として知られる高田（年々変動は
大きい）よりさらに深い。当時は冬になれば雪
で道路は閉ざされ、徒歩だけが移動手段であっ
た。小学校でも、谷筋の一番奥の集落の児童は、
雪道の徒歩通学には遠すぎるので冬の間だけ寄
宿舎生活を送っていたと思う。低学年だけか、
全学年だったかはわからない。

昔の山里の暮らしとスキーの話
横山宏太郎



12

　12 月後半から 4 月までバスは来ないし、自
転車や原動機付き自転車でやってくる行商人も
来ない。富山の薬売りが来たのは冬だったよう
に記憶している。子供には紙風船をくれた。ほ
ぼ雪に閉ざされた 4 ～ 5 か月、蓄えた食べ物
で冬を過ごす。今なら「孤立した」と騒ぎにな
るような状態だ。もともと、米はもちろん野菜
も自給自足の生活だった。無雪期には、魚は時々
来る行商人から買う。牛・豚の肉類は町まで行
かないと買えないのであまり食べた記憶はな
い。たまには猟師が野兎を持ち込むこともあっ
た。正月には飼っていたニワトリをさばく。雑
貨を扱う店は地域中心部に 2、3 軒あったが、
そこにない品物は町まで買いに行く必要があっ
た。そんな生活だが、食べ物の内容はともかく、
戦後間もなくの時期でも飢えることがなかった
のは、国内他地域のことを思えばありがたいこ
とだった。戦後の農地解放で残された田畑は自
分で耕作することが求められたので、両親祖父
母は苦労したと思うが、そのおかげである。
　高田には気象庁高田測候所（現在は特別地域
気象観測所）があり、平地の気象官署としては
積雪深（377cm）と日降雪深（120cm）の記録
を持っている。積雪深は 1945 年 2 月 26 日に
377cm を記録しているのだが、この年は 1 月
15 日に 3m を超えると 3 月 4 日まで 3m 以上
が続き、いったん途切れてからもまた 8 日間
は 3m 以上の日があったので、積雪深 3m 以上
の日は 57 日を数えた。第二次世界大戦も終わ
りに近く、物資や人手のない中で大変な苦労が
あったことだろう。私の父は比較的早い時期に
戦地に行き、このころは徴用で名古屋にいた。
大雪の中で里帰りすることになったが列車は長
野から先は動かない。しかたなく長野から高田
まで 60km の雪道を歩いて親戚宅で一泊し、翌
日 20km を歩いて家についたという。もともと
健康ではあったが、軍隊生活でさらに丈夫に
なったと語っていた。自分にそんなことができ
ただろうか、自信はない。
　一般には、昭和 38 年のいわゆる「38 豪雪」
で雪による交通障害がクローズアップされ、そ
の後、除雪作業の機械化をはじめとする雪対策
が進んだとされる。高度経済成長期にあったこ
とも追い風になった。それ以前は、このような
山里があちこちにあったのだろう。やがて主要
道路の除雪が行われるようになり、いつからか

はっきりしたことは分からないが、この集落か
らも通年で高田や直江津に勤めに出ることがで
きるようになった。しかしそれだけでは過疎化
を止めることはできず、戸数は激減している。
　冬になればまわりは雪ばかりだから、雪で遊
ぶ。屋根の雪下ろしでできた雪の山を掘って「か
まくら」もどきを作ったり、橇やスキーが子供
の遊びだった。「冬の子供の遊びは凧あげとコマ
回し」と雑誌にあっても、まったく理解できな
かった。あたりは雪に覆われているし、谷あい
のため強風が吹くことはほとんどない。どこで
コマを回すのか？凧をあげようにも風はないし、
雪の上を糸を引いて走ることもできない。これ
は雪がなく、からっ風の吹く関東平野、東京中
心の話と分かったのはだいぶ後のことである。
　遊びと言えるかどうか分からないが、「しみ
わたり」は好きだった。「しみ」は「凍みる」
と書くように「凍結する」ことをいう。春先に
なると、濡れた雪が冷え込みで凍って硬い層が
でき、子供の体重を支えられるくらいになるこ
とがある。そうすると、雪が積もっていれば道

（踏み跡）を離れて自由に山野を歩ける。普段
行けないところへ行けることにワクワクしなが
ら、歩いて行ったものである。この「しみわた
り」は、ほかの地域ではどう呼んでいるのだろ
うか。
　雪に関連して思い出したのは、雪を利用した

「冷蔵庫」である。電気冷蔵庫が普及するより
ずっと前、雪を冷熱源とした冷蔵庫が使われて
いた。これを何と呼んでいたのか、残念ながら
思い出せない。また、広く使われていたのか、
珍しいものだったかもわからない。木製の大き
な箱で、上面は開いていて、蓋がされている。
これに雪をいれ、魚など（たぶん）を保存す
る。といっても、中に入れる生鮮食料品はそれ
ほど豊富だったとは思えない。逆に、いつでも
買えるものではないから、長く保存したかった
のかもしれない。融け水を排水するための穴と
浅い樋が底の一方についていた。勝手口に置い
てあったように記憶している。排水口側を低く、
傾けてあったように思うが、あとから、「こう
だったはず」という思い込みが「記憶」となっ
たのかもしれない。融け水は土間の地面にした
たり落ちる。
　気温の低い、周囲に雪のある冬にはこれを使
う必要はないわけで、これが活躍する場面は、
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気温が上がってきたがまだ雪が使える春先だっ
たのだろう。家の周囲の雪は消えてしまったこ
ろに、谷あいに残る雪を取りに行く父について
いったことがある。小さな谷筋なので、雪崩で
雪が集積したというわけではなさそうである。
日当たりが悪く雪が残りやすいところだったの
だろう。沢に沿って登っていくと、雪があった。
父はスコップですくって背負い籠に入れ、担い
で持ち帰った。残雪を藁やもみ殻で覆えば、融
雪を遅らせることができるのだが、そのような
策を講じていたか、今となっては分からない。
上越地域の歴史によると、雪を保存して利用す
る「雪室」は古くからあったらしい。なかには、
個人宅で雪室を持っていた例もあるとのことだ
が、我が家にはなかった。

　最初のスキーは、父が作ってくれた「竹ス
キー」だった。孟宗竹を割り、整形して、先端
を火であぶって曲げる。靴（藁沓だったかゴム
長だったか）をどうして留めたか、締具がどん
なものだったか、そもそも締具はついていたの
か、は覚えていない。ストックは、手ごろな棒
の先に藁を縄で縛ってリングの代わりにしたも
のだった。この「手ごろな棒」はコウゾの棒で
ある。当時、集落で和紙の原料となるコウゾの
樹皮を集めて出荷していたようである。近所の
人たちが集まり、大きな釜でコウゾの樹皮を煮
ている様子は記憶にある。樹皮を剥いだコウゾ
の棒が、表面はツルっとしてほぼまっすぐ、長
さは 1m 程度、径は 2cm くらいか、子供の遊び
の材料としてちょうどよかった。
　集落単位での共同作業もいろいろあったのだ
ろう。「味噌玉作り」も記憶にある。大豆を蒸
してから円筒形に整形し、第一段階の発酵をさ
せる。大きな味噌玉が煤けた梁の上（たぶん）
に並んでいる様子が記憶にある。大きな釜や作
業スペースのある家に女性たちが集まりこの作
業をしていた様子もかすかな記憶として残って
いる。それを樽に入れ、もう一度発酵させて、
味噌にする。樽に入れるところからはそれぞれ
の家での作業だったろう。一緒に漬け込んだウ
リやナスは味噌漬けとしてご飯のおかずとな
る。塩分の取りすぎが注意されるようになるの
はもう少しあとのことである。
　話をスキーに戻すと、私の家は道路から一段
上に建っていたので、家の前の坂はちょうどよ

いスロープだった。道路に直接滑り出るわけで
はないし、冬は車は走っていないのでどのみち
危険はない。ここでそり遊びもした。「亀の子
ぞり」と呼んでいた小さいそりは、30 ～ 40cm
角の座面に、2 本のランナーがついている。ラ
ンナー表面は竹を貼ってあった。スケルトン競
技の橇に近い形と構造である。坂の雪を子供の
足で踏み固めても思うようには滑らない。それ
でも、何度も滑って遊んでいた。「箱ぞり」と
いう、乳母車の車がランナーに変わったような
ものもあった。橇は当時、雪上の運搬手段とし
て使われていたので、これは主に荷物を運ぶた
めのものだったのかもしれない。一方、大人の
引く橇は長さ2-3m、幅は1m弱程度かと思うが、
かなりの重量物も運んだのだろう。ランナーの
表面は鉄製だったようだ。
　虫歯の治療には、一里はなれた町の歯医者さ
んまで行かねばならない。一里の雪道は幼児に
はつらいので、男衆の引く橇に乗せてもらって
行ったこともある。月影にお医者さんは 1 軒
あったが、病人が出たら、たぶん同じようにし
て運んだのだろう。
　山の木材を切り出すのに、春の締まった雪の
上を滑らせるという方法も使われており、この
伐採作業を「春ヤマ」と呼んでいた。重機のな
い時代の、雪を利用しての運搬方法である。
　小学校に入ったころ、初めてスキーを買って
もらった。たしか、町の建具屋さんでのことだっ
た。スキー伝来後、高田では建具屋や鍛冶屋な
ど木材加工、金属加工を得意とする人たちがス
キーの制作を始めたらしい。当時もその名残が
あったのだろう。スキーは単板で、エッジはつ
いていない。締具はどうだったのか、よくわか
らない。靴先をサンダル（つっかけ）のような
ベルトに入れ、太いゴム（自転車のチューブだっ
たか）を靴のカカトに掛けて留めた記憶がある
が、それがこの最初のスキーだったかは、はっ
きりしない。
　スキーは単板なので使ううちにトップベンド
が伸びて反りがなくなってくる。これを、反り
を大きく復活させるために、熱湯をかけ、かま
どの下にスキーの先端を入れ、テールを縄で鴨
居（たぶん）に引っ張って一晩置く。おそらく、
度々これをやってもらっていたのだろう。白木
の滑走面には「ろう」を塗る。たぶん蠟燭のろ
うだった。スキー用のパラフィンを使うのは
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ずっとあとのことである。塗り伸ばすには、「こ
て」を使う。囲炉裏の火で熱くしたこてでろう
を溶かし、広げる。専用の道具もあった。名前
は思い出せないが、トタン板製で、平らな底が
あり、上がすぼまった筒に取っ手がついている。
これに囲炉裏の炭火を入れ、底面でろうを塗り
伸ばす。そういえば、衣類や布のアイロンがけ
には、炭火のアイロンが使われていた。
　囲炉裏はある意味、家の中心だった。煮炊き
にはおもに囲炉裏の火を使い、ほかはご飯を炊
くかまどや、七輪が使われていた。プロパンガ
スが入ったのはいつだったか。最初は小さいボ
ンベを室内に置いてホースでコンロをつなぎ、
使っていた。そのうちに、ボンベは屋外に置く
ようになった。冬の採暖はこたつか火鉢である。
炭火は囲炉裏でおこしてこたつに入れる。湯た
んぽや「あんか」も使われた。熱源にはのちに
豆炭や練炭も使われるようになった。風呂は薪
で沸かしていたと思うが、少し時代が下がって
から、灯油の風呂釜を使うようになった。原理
は、芯上下式の石油ストーブと同じである。
　このころになると、家の前スロープから昇格
して、家の裏山スロープへ遠征もできるように
なった。棚田の脇の農道は傾斜もちょうどよ
く、格好のゲレンデだった。近くの子供たちも
集まって数人で遊んでいた。ここでの子供たち
の技術的興味は、いかに上手に曲がるかではな
く、いかに遠くへ飛ぶか、であった。もちろん
ジャンプ台などなく、雪を積み、固めて作った
ちょっとした起伏を使って飛ぶのである。ほん
の一瞬の飛行だから、飛型や着地姿勢は考えた
こともなく、どこまで飛んだかだけが興味の対
象だった。たまには、日曜日に父がスコップを
使って「ジャンプ台」を作ってくれることもあっ
た。それでも飛んだ距離はわずかだっただろう
が、楽しみだった。着地した後にどうやって停
止していたかはよく覚えていない。
　最近知ったことだが、この農道は、昔からの
街道の一部だったらしい。古くは上杉謙信が関
東へ遠征するときに通ったというし、戊辰戦争
では遠い大砲の音に何事かと出てみたら、敗走
する幕府軍とそれを追う新政府軍が来たのであ
わてて道端の草むらに隠れたという古老の話が
伝わる。
　当時は、成人男性は、冬は出稼ぎに行くのが
普通だった。多くは、雪のない地方の工事現場

などで労働力として歓迎されていたのだろう。
例外は「鉄砲撃ち（猟師）」や勤め人などであ
る。父は銀行員だったので冬も出稼ぎに行かず
家にいた。冬はスキーで峠を越えてとなりの町
の銀行に通っていた。締め具はたぶんフィット
フェルトだった。登りのためにはシールではな
く、「クリスター」とよばれる黒いべたべたす
るワックスをスキーに塗っていたようだ。「ク
リスター」はいまもクロスカントリースキーで
使われる滑り止め機能を持つワックス、グリッ
プワックスの一種として販売・使用されている
らしい。そういえば、私ものちにどこか京都近
郊の山スキーでクリスターを試したことがあっ
た。雪質や雪温にちゃんと合わせるところまで
できたかどうか忘れたが、登坂力はシールには
及ばず、その後使うことはなかった。
　さてどうしてこんな田舎の子供たちがジャン
プに興味を持ったのだろうか。外の世界の情報
源はラジオと新聞くらいしかない時代、誰かが
伝え聞いたのだろうか、新聞にジャンプの写真
が載ったのだろうか。ともかくスキーで「遠く
へ飛ぶこと」はかっこいいこと、と皆思ってい
たわけである。しかし残念ながら、付近からジャ
ンプ選手はでていない。
　少し後で高田に住むようになったころも、国
民体育大会（冬季）のジャンプ競技は大人気で
あった。郊外の金谷山（かなやさん、「スキー
発祥の地」の碑がある）には当時「東洋一」を
誇るジャンプ台があり、国体のジャンプ競技が
行われた。子供たちも観戦に詰めかけ、英雄で
ある地元の有力選手たちに声援を送っていた。
なおアルペン競技は妙高高原、赤倉スキー場な
どで行われた。
　最近、高校の同級生たちとスキーを楽しむ機
会がある。昔の話になるとやはりジャンプ競技
の印象が強いようで、当時の有力選手の名前は
共通の記憶にある。札幌オリンピック（1972年）
の日の丸飛行隊大活躍より十数年前のことであ
る。
　スキーの歴史を語るある本によると、高田で
のレルヒ少佐の初スキー（1911 年）からそれ
ほどの時をおかず、子供たちは竹に下駄を付け
たスキーで遊び始めた、という。私の初スキー
はそれから約 40 年後のことだが、竹スキーか
ら始まったことは、スキーの普及の歴史を辿っ
たと言えるのかもしれない。私がフィットフェ
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写真 1　築 100 年を越えた生家。火事のあと建て直し
て（1923 年）、トタン屋根になった。写真は 2021 年
2 月 22 日。周辺の積雪は約 2m。

写真 2　小学校低学年時、自宅付近にて。「はじめて買っ
てもらったスキー」を履いているものと思われる。

ルトのスキーを履くのは高田に移った小学校高
学年からだった。

　このように山里で育ったのだから、子供のこ
ろから山野を駆け巡って遊び、その延長で登山
に、山岳部に、となれば分かりやすい話だが、
実際はほとんど逆だった。両親祖父母は丈夫に
育てたいと思い山の畑に連れ出したりしたが、
じきに逃げ帰って家で本を読んでいるといった

子供だった（らしい）。それがなぜこんなこと
になるのか、とは後の母の言である。
　しかし雪の季節になれば、よく雪で遊んだ。
足が冷え、手がかじかむのも苦にならなかった
のか。ともかくこうして雪に慣れ親しんだこと
は、後々、いろいろな場面でプラスになったと
思っている。もちろん、自分が氷雪の山を登り、
はては雪で仕事をすることになるとは露知らぬ
子供のころの話である。

岩坪五郎さん追悼文寄稿のお願い

　皆様ご存知の通り、2024 年 5 月 23 日、たいへん残念なことに、岩坪五郎さんが逝去されました。
つきましては皆様からの追悼文を AACK Newsletter に特集して掲載したいと思います。皆様には、
ぜひ下記の要領にてご執筆いただきたく、よろしくお願い申し上げます。
� 呼びかけ人　酒井敏明　左右田健次

記
・掲載紙：AACK Newsletter 第 110 号 (2024 年 12 月発行予定）
・原稿分量：任意（A4 版 1 枚弱が、Newsletter 刷上がり 1 頁です）
・原稿体裁：任意（ワープロ文書ファイル、原稿用紙でも OK です）
・写真：画像ファイル、または紙焼き写真（紙焼き写真は編集終了後、お返しします）
・投稿締切：2024 年 11 月 15 日（締切にとらわれず、早めのご投稿をお願いします）
・原稿送付先：編集人　横山宏太郎
　電子メール：peng-y@amy.hi-ho.ne.jp
　郵送の場合：〒 943-0832　上越市本町 2-1-12-801
　　　　　　　横山宏太郎
・追悼文の執筆を考えていただける方は、まず編集人にメールでご一報をお願いします。
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入会

赤峰丞之介　文　学生
池見　宝　工・建築　学生
石金　響　農・食品生物　学生
榎園美奈子　農（修士）　学生
小田侑季　農・森林　学生
加納新平　法　学生
佐藤攻太郎　工・電気電子　学生
谷本　陸　工・都市社会　学生
田中丈太郎　農・地環　学生
古川龍之介　農・資源生物　学生
八百川　温　法　学生
山田翔大　工・物理　学生

会員動向事務局だより

編集後記

発行日　2024 年 10 月 31 日　
発行者　京都大学学士山岳会　会長　幸島司郎
発行所　�〒 606-8501 

京都市左京区吉田本町（総合研究 2 号館 4 階）
　　　　�京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究 

研究科　　　　　　　　　　竹田晋也　気付
編集人　横山宏太郎
製　作　京都市北区小山西花池町 1-8
　　　　㈱土倉事務所

　2024 年 5 月 25 日（土）、2024 年度の総会が
京都大学吉田キャンパス総合研究２号館大会議
室（AA447 号室）にて、Zoom を用いたハイブ
リッド形式で開催されました。会員約 110 名
の出席（うち現地参加約 30 名 , Zoom 参加 5 名，
委任状出席 74 名）を得て、2023 年度事業報告
および収支決算、2024 年度事業計画および収
支予算をその席上で承認されました。開催に先
立って、この 1 年の間にご逝去された会員に黙
祷を捧げました。
　総会終了後、ヒュッテ管理委員会報告会、笹ヶ
峰会総会が開催されました。それぞれの会計の
報告と笹ヶ峰ヒュッテ台所の改装の紹介があり
ました。幸島 AACK 会長からは AACK と笹ヶ
峰会の合同で定期的に軽登山を計画しましょう
との提案があり、参加者全員の賛同を得ました。
　続いて、会員小林尚札氏を講師に迎え、25
年にわたる梅里雪山遭難遺体捜索活動を回想し
た「梅里雪山の遺体捜索」と題した講演会が開
催されました。小林会員の、遭難した友人たち、
梅里雪山と周辺の山々、山麓で暮らす人々への
想いが伝わる心に染みる講演でした。併せて、
この 30 年間の地球温暖化による明永氷河の縮
退の様子は驚きでした。
　最後に京大山岳部の AACK 新入会員を含む
現役部員の紹介と山岳部の活動報告がありまし
た。部員数は順調に増えており活発な登山活動
も相まって山岳部の将来に頼もしさを感じまし
た。部員からは活動資金援助の申し出もありま
した。
　懇親会には 20 歳にも満たない新人会員から
齢 90 を超える長老まで多くの AACK、笹ヶ峰
会会員が参加し盛会となりました。
　来年度の AACK 総会は 5 月 31 日土曜日、
JR 京都駅に隣接するキャンパスプラザ京都に
て開催の予定です。

　9 月、ある公開講演会（防災関連）で、「最
悪のこと、起こってほしくないことも起こり得
る、だから出来ることを少しずつでも進めてい
く必要がある」と話を締めくくりました。それ
から一週間たたないうちに、能登半島地震の被
災地が豪雨に見舞われ、またも甚大な被害があ
りました。被害に遭われた方々には心よりお悔
やみとお見舞いを申し上げます。災害を防ぐ、
災害に遭わない、といっそう意識していく必要
があると思いました。
　原稿をお寄せいただいた安仁屋さん、谷口さ
ん、ありがとうございました。皆様、発行が大
変遅くなり、申し訳ありませんでした。
　　　　　　　　　　　　　　　　横山宏太郎
次号原稿締め切り　2024 年 11 月 15 日
原稿送り先：横山宏太郎
〒 943-0832　上越市本町 2-1-12-801
メールアドレス：peng-y@amy.hi-ho.ne.jp


